
（1）

書道パフォーマンス
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盛
夏
の
候　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
会
員
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

防
火
・
防
災
管
理
等
に
積
極
的
な
取
り
組
み
を
い

た
だ
き
、
ま
た
、
当
協
会
の
円
滑
な
事
業
運
営
に

格
別
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て
厚
く
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

私
こ
と　

本
年
５
月
26
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
、

当
協
会
の
第
七
代
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
精
進
努
力
い
た
し
ま

す
の
で
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
目
に
見
え
な
い
敵
で
あ
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
世
界
や
日
本
が
、
こ
の
よ

う
な
状
況
に
陥
る
と
は
思
い
も
よ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
政
府
は
４
月
16
日
に
緊
急
事
態
宣
言
を
全
国

に
拡
大
さ
れ
、
こ
の
間
、
外
出
自
粛
や
イ
ベ
ン
ト

の
自
粛
な
ど
で
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
取
組
み

が
行
わ
れ
、
当
協
会
も
年
度
当
初
の
新
入
社
員
防

火
研
修
・
定
期
総
会
等
の
緒
行
事
を
中
止
さ
せ
て

い
た
だ
き
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
ま
し
た
。
宣
言

か
ら
、
お
よ
そ
１
か
月
半
ぶ
り
の
５
月
25
日
に
全

国
で
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
油
断
は
許

さ
ず
、
気
も
滅
入
り
が
ち
で
す
が
、
一
刻
で
も
早

い
事
態
の
収
束
に
向
け
て
皆
さ
ん
と
共
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

　

昨
年
の
自
然
災
害
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
９
月

に
は
台
風
15
号
に
よ
り
関
東
を
中
心
に
猛
烈
な
風

と
大
雨
が
降
り
、
更
に
10
月
に
は
台
風
19
号
に
よ

会
　
長
　
挨
　
拶

会
長
　
加
　
藤
　
八
　
郎

湖
南
防
火
保
安
協
会

ラ
ク
ー
ン
エ
ス
テ
ー
ト
株
式
会
社

る
激
し
い
風
雨
や
洪
水
に
よ
り
東
日
本
を
中
心
に

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
、
こ
こ
数
年
、
異
常
気
象

が
続
い
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
災
害
は
い
つ
ど
こ

で
襲
っ
て
く
る
か
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

当
協
会
は
、
頻
繁
に
発
生
す
る
自
然
災
害
に

鑑
み
、
昨
年
の
11
月
に
気
象
予
報
業
務
会
社
の�

㈱
ウ
ェ
ザ
ー
マ
ッ
プ
か
ら
気
象
予
報
士
の
増
田
雅

昭
さ
ん
を
お
招
き
し
て
、「
異
常
気
象
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
は
」
に
つ
い
て
講
演
を
頂
き
、
増
田

雅
昭
さ
ん
は
、
天
気
予
報
時
の
マ
ー
ク
（
晴
れ
・

曇
り
・
雨
）
だ
け
を
見
て
判
断
せ
ず
に
、
気
象
予

報
士
が
解
説
す
る
「
言
葉
」
に
防
災
の
情
報
が
有

る
の
で
聞
き
逃
さ
な
い
で
欲
し
い
、
更
に
、
身
に

危
険
が
迫
っ
て
き
た
と
き
は
、
率
先
し
て
逃
げ
る

行
動
を
起
こ
す
こ
と
、
周
り
の
人
々
に
刺
激
を
与

え
る
避
難
者
に
な
っ
て
欲
し
い
と
力
説
さ
れ
、
聴

講
の
皆
さ
ま
に
は
、
気
象
予
報
の
重
要
性
を
改
め

て
認
識
し
て
頂
け
た
の
で
は
な
い
か
と
存
じ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
令
和
２
年
度
定
期
総
会
を
、
去
る

５
月
26
日
に
開
催
す
る
予
定
で
役
員
一
同
準
備
を

進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
既
に
ご
承
知
い
た
だ
い

て
い
る
と
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
定

期
総
会
を
中
止
し
、
提
出
議
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、

両
支
部
か
ら
選
任
さ
れ
た
役
員
の
皆
さ
ま
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
書
面
表
決
を
お
願
い
申
し

あ
げ
、
そ
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
議
決
を
頂
く
こ

と
が
で
き
、
重
ね
て
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

当
協
会
は
、
昭
和
56
年
６
月
に
従
前
か
ら
防
火

活
動
の
推
進
団
体
と
し
て
、
活
躍
さ
れ
て
い
た
守

山
市
防
火
保
安
協
会
、
草
津
・
栗
東
防
火
保
安
協

会
、
野
洲
・
中
主
防
火
保
安
協
会
を
統
合
し
、
湖

南
防
火
保
安
協
会
と
し
て
歩
み
だ
し
令
和
３
年
度

で
40
周
年
の
節
目
を
迎
え
る
の
に
あ
た
り
、
会
員

一
致
協
力
し
ま
し
て
湖
南
地
域
の
防
火
・
防
災
業

務
に
精
励
し
、
周
年
事
業
の
企
画
・
運
営
等
に
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
事
業
所
皆
さ
ま
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
万
全
を
期
し
て
頂

く
と
と
も
に
、
ご
健
勝
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
あ
げ

ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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て
湖
南
消
防
発
足
か
ら
五
十
周
年
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
、
今
年
度
か
ら
新
た

な
時
代
へ
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

湖
南
防
火
保
安
協
会
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
来
年
度
に
四
十
周
年
と
い
う
節

目
を
迎
え
ら
れ
ま
す
が
、
企
業
防
災
へ

の
取
組
に
お
き
ま
し
て
も
、
人
命
確
保

や
被
害
の
軽
減
に
重
き
を
置
く
従
来
の

減
災
対
策
に
加
え
、
事
業
継
続
の
重
要

性
と
、
地
域
防
災
活
動
へ
の
参
加
が
社

会
的
に
求
め
ら
れ
る
時
代
と
な
っ
て
い�

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
も
、
消
防
局
で
は
災

害
時
に
事
業
所
の
持
つ
施
設
や
人
的
資

源
を
消
防
活
動
に
提
供
い
た
だ
け
る

「
災
害
時
消
防
活
動
等
支
援
登
録
事
業

所
制
度
」
を
推
進
し
て
お
り
、
年
々
登

録
数
も
増
加
す
る
な
ど
、
地
域
防
災
力

の
向
上
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
私
ど
も
消
防
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
大
変
心
強
く
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
近
い
将
来

必
ず
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
大
規

模
な
地
震
に
対
し
、
さ
ら
な
る
消
防
防

災
体
制
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
地

域
と
事
業
所
、
さ
ら
に
は
行
政
等
を
含

め
た
相
互
の
関
係
を
一
層
深
め
、
減
災

へ
の
大
き
な
力
を
蓄
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

結
び
に
、
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
っ
て
今
後
の
生
活
ス

タ
イ
ル
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
中
で
、

皆
様
と
手
を
取
り
合
い
、
新
た
な
時
代

へ
と
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
皆
様
の
な
お
一
層
の
御
支
援
、

御
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
と
と

も
に
、
湖
南
防
火
保
安
協
会
の
さ
ら
な

る
御
発
展
と
会
員
皆
様
の
御
多
幸
を
御

祈
念
申
し
あ
げ
、
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

盛
夏
の
候　

会
員
の
皆
様
に
は
益
々

御
健
勝
に
て
御
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び

申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
年
四
月
一
日
付
け
で
消
防
局
長
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
消
防
行
政
に

対
し
て
御
理
解
と
御
支
援
を
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
消
防
・
防
災
に
御
尽
力
を

頂
い
て
い
る
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
を
申

し
あ
げ
ま
す
。

　

本
年
に
お
い
て
は
、
世
界
的
に
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流
行
し
、

国
内
に
お
い
て
も
、
全
国
に
緊
急
事
態

宣
言
が
発
令
さ
れ
る
な
ど
、
社
会
活
動

や
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。
消
防
と
し
ま
し
て
も
、
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
感
染
防
止
対

策
の
徹
底
、
ま
た
、
市
民
や
事
業
所
の

皆
様
の
安
全
を
第
一
と
し
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を
確
認
し

な
が
ら
、
防
火
・
防
災
に
係
る
イ
ベ
ン

ト
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各
種
研
修
や

訓
練
の
自
粛
を
お
願
い
し
つ
つ
、
第
二

波
に
備
え
た
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
講
じ
て

参
り
ま
す
の
で
、
何
卒
、
御
理
解
と
御

協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
、
お
蔭
を
も
ち
ま
し

湖南広域消防局
消防局長

岡 田 幸 生
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消
防
局
長
挨
拶

　

盛
夏
の
候　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
支
部
の
運
営
に
格
別
の
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
湖
南
防
火
保
安
協
会
南
支
部
支
部
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
株
式
会
社
田
中
誠
文
堂
の
田
中

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
般
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
社
会
・
経
済
状
況
は
急
速
に
悪
化
し
て

お
り
、
市
民
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
、
当
支
部
の
事
業

に
つ
き
ま
し
て
も
中
止
・
延
期
を
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

会
員
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
も
厳
し
い
環
境
が

し
ば
ら
く
継
続
す
る
も
の
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
状
況
下
で
あ
っ
て
も
火
災

や
災
害
は
起
こ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
人
と
人
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、
企
業
・
地
域
・

行
政
が
三
位
一
体
と
な
り
、
各
種
災
害
に
備
え
、
対

応
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

湖
南
地
域
の
４
市
（
草
津
・
守
山
・
栗
東
・
野
洲
）

は
滋
賀
県
の
中
心
地
域
で
あ
り
、
会
員
事
業
所
は
大

規
模
企
業
か
ら
地
元
小
規
模
事
業
所
ま
で
多
数
加
入

し
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
会
員
事
業

所
が
協
力
・
研
鑽
し
積
極
的
に
防
災
活
動
に
携
わ
る

こ
と
で
、
地
域
社
会
の
安
全
確
保
に
寄
与
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
当
協
会
に
対
し
、

特
段
の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
と

と
も
に
、
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

南
支
部
長
挨
拶

�
㈱
田
中
誠
文
堂
　
田
　
中
　
義
　
信

　

盛
夏
の
候　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
御
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
支
部
の
運
営
に
格
別
の
御
支
援
と
御

協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
第
四
十
五
回
自
衛
消
防
訓
練
大

会
が
湖
南
広
域
消
防
局
東
消
防
署
で
開
催
さ
れ
、
多

く
の
事
業
所
に
御
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
頃
の

訓
練
成
果
と
、
防
火
防
災
意
識
の
向
上
を
図
れ
る
機

会
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
多
く
の
御
参
加
を

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
に
入
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
拡
大
し
、
日
本
国
内
は
も
と
よ
り
、
世
界
中
に

感
染
者
が
増
大
し
経
済
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
な
中
、
自
粛
で
支
部
事
業
も
余
儀
な
く
中

止
や
延
期
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
有
り
ま

す
が
、
引
き
続
き
会
員
事
業
所
同
士
の
繋
が
り
を
よ

り
強
固
な
も
の
と
し
、
さ
ら
に
は
地
元
自
治
会
等
と

の
連
携
し
た
地
域
防
災
力
の
向
上
に
も
貢
献
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
、
強
く
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
自
社
の
災
害
へ
の
備
え

は
勿
論
、
地
域
の
安
心
・
安
全
の
た
め
、
更
な
る
御

支
援
、
御
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
方

の
ま
す
ま
す
の
御
健
勝
と
御
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま

し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

北
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　令和２年度定期総会を、５月26日（火）に開催する予定でしたが、新型コロナウイルス感染予防および感染拡大防
止の観点から中止させて頂きました。
　なお、令和２年度定期総会において、審議すべき下記議案につきましては、定期総会の開催に変えて「決議の省略
（書面による決議）」の手続きを採らせていただきましたところ、役員皆さまのご理解とご協力により、賛成多数で、
いずれも原案どおり可決、承認を賜りました。

広 報 委 員 会
・各種火災予防運動に協賛して、会員事業所自らの防
火防災意識の向上を図る。
・年間３回発行の会報「碧い纏」の紙面充実に取り組
む。
・ホームページの内容充実、電子メールを活用してタ
イムリーな情報を提供する。

研 修 委 員 会
・危険物取扱者試験受験対策の予備講習会並びに直前
対策講習会を開催する。
・普通救命講習会を開催して、救急に関する意識と行
動力の向上を図る。
・安全管理（火災・防火）研修を開催して、事業所の
防火防災の視野拡大を図る。

令和２年度主要事業計画
総 務 委 員 会
・協会の組織充実、発展のため新規会員の加入促進を図る。
（20事業所以上の加入）
・災害時の消防活動等支援登録事業所の拡充を図り充実強
化に努める。（登録率60%）
・火災予防思想をより広く普及させることから防火標語を
募集する。
・令和３年度に、協会創立40周年記念式典の開催に向けて
の企画・運営等を検討する。

企業防災推進委員会
・防火・防災の視野拡大が図れる講演会を開催する。
・防火防災技術に対する技術向上のため、第46回自衛消防
訓練大会を開催する。
・消防局が推進する消防団協力事業所表示制度の普及を推
進する。

提出議案
議第１号　令和元年度湖南防火保安協会事業実績報告
議第２号　�令和元年度湖南防火保安協会一般会計歳入歳出決算及び令和元年度湖南防火保安協会財政調整基金等

特別会計決算
議第３号　湖南防火保安協会役員の改選について（案）
議第４号　令和２年度湖南防火保安協会事業計画（案）
議第５号　�令和２年度湖南防火保安協会一般会計歳入歳出予算及び令和２年度湖南防火保安協会財政調整基金等

特別会計予算（案）

諸収入
141,000円
1.3％

繰越金
929,000円
8.2％

事業収入
2,900,000円
25.7％

会費
7,300,000円
64.8％

事業計画等について
令和２年度

令和２年度　一般会計歳入歳出予算について

歳入 11,270,000円 歳出 11,270,000円

（単位：円） � （単位：円）

予備費等
35,000円
0.3％

一般管理費
6,966,000円
61.8％

教育訓練費
3,557,000円
31.6％

広報宣伝費
520,000円
4.6％

協賛費
192,000円
1.7％
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令和２年　湖南防火保安協会防火標語

「ゼロ災害　令和とともに　再発進」
作：株式会社村田製作所野洲事業所　　山中　和浩　様



湖南防火保安協会会報「碧い纏」　第106号

（5）

役　員　名　簿
役職名 事業所名 氏名 支部役職名

名誉会長 中西建設㈱ 中　西　壮一郎 北支部顧問
会　　長 ラクーンエステート㈱ 加　藤　八　郎 南支部名誉支部長
副 会 長（会長職務代行者） ㈱北中工業 北　中　良　樹 北支部支部長

副 会 長
㈱田中誠文堂 田　中　義　信 南支部支部長
㈱川嶋機械 川　嶋　栄　司 北支部副支部長
エールコーポレーション㈱ 白　井　幸　則 南支部副支部長

理　　事

積水化学工業㈱滋賀栗東工場 宇　野　光　彦 南支部副支部長
東レ・ファインケミカル㈱守山事業所 小　野　宏　幸 北支部副支部長
㈱村田製作所野洲事業所 藤　野　尚　志 北支部副支部長
草津電機㈱ 三　上　清　和 南支部副支部長
近江ＯＦＴ㈱ 田　中　清　一 北支部副支部長
三東工業社栗東本社 奥　田　克　実 南支部副支部長
㈱クサネン 西　川　　　毅 南支部理事

理　　事（総務委員長） 旭化成㈱守山製造所 中　山　　　将 北支部理事
理　　事（広報委員長） 川重冷熱工業㈱滋賀工場 東　　　竜　平 南支部理事
理　　事（研修委員長） 上原成商事㈱守山エネルギーセンター 山　元　　　功 北支部理事
理　　事（企業防災推進委員長） ダイキン工業㈱滋賀製作所 海　外　　　剛 南支部理事

監　　事
㈱滋賀銀行草津支店 岡　　　敦　哉 南支部理事
㈱滋賀銀行守山支店 城　内　　　学 北支部理事

事務局長 仲　江　九二孝

各種試験・講習会のお知らせ

危険物取扱者・消防設備士のみなさんへ

問い合わせ先

〒520－0806  滋賀県大津市打出浜２番１号　コラボしが21　４階
　　　　　　　  TEL　077－525－2977　FAX　077－521－7904

消防試験研究センター滋賀県支部一　　般
財団法人

あなたの免状は大丈夫ですか？
交付日から10年を過ぎた免状は更新（法定）が必要です。

※「消防法施行規則」第33条の５及び「危険物の規制に関する規則」第51条第２項に免状の記載事項は
　過去10年以内に撮影した写真とすると定められています。

□危険物取扱者試験【全種全類】
試　験　日 試験会場 電子申請受付期間 書面申請受付期間
10月11日（日）

滋賀県立大学（彦根市）
午後２時00分

８月22日（土）～９月４日（金） ８月25日（火）～９月７日（月）

12月20日（日） 11月1日（日）～11月14日（土） 11月４日（水）～11月17日（火）

３月７日（日） １月17日（日）～１月30日（土） １月20日（水）～２月２日（火）
※お問合せ先：（一財）消防試験試験センター滋賀県支部　電話　077－525－2977
□危険物取扱者試験受験対策の予備講習会・直前対策講習会　【対象：乙種４類受験者】

予備講習会 直前対策講習会 受付開始 講習会場 所在地

日　時
９月26日（土）�9：00～16：00 10月３日（土）�9：00～12：00 ８月24日（月） 東消防署 野洲市辻町
12月５日（土）�9：00～16：00 12月12日（土）�9：00～12：00 11月９日（月） 東消防署 野洲市辻町
２月20日（土）�9：00～16：00 ２月27日（土）�9：00～12：00 １月18日（月） 北消防署 守山市石田町

受講料
会員事業所 5,000円 会員事業所 3,000円 受付は、各消防署、本会事務局で講習会前日

まで行っております。一　　　般 6,500円 一　　　般 3,500円
※お問合せ先：湖南防火保安協会事務局　電話　077－552－3000
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令和２年７月１日㈬から８月31日㈪まで

◆新型コロナウイルス流行時の消防訓練の実施について
①消防訓練を延期する場合
　�　消防計画に基づく訓練の延期について、各事業所の判断にて延期等して
いただいて構いません。

　※コロナウイルス終息後、速やかに実施してください。
②消防訓練を実施する場合の留意事項
　・参加者はできる限りマスクを着用しましょう。
　・三密とならないような訓練場所（方法）にしましょう。
　・風邪症状等のある方は参加を控えましょう。
　・その他事業所に応じた感染防止対策を実施しましょう。
③訓練実施に伴うDVD教材の貸出
　　事業所では防火管理者を中心に訓練を実施してください。
　�　湖南消防では右のようなDVDの貸出しをしていますので、管轄の消防
署へお尋ねください。

問合先：湖南広域消防局　予防指導課
電　話：０７７－５５２－８８２４

湖南広域消防局HP

予防指導課お知らせ

　気温が日ごとに上昇し、暑さによるちょっと
した不注意や気のゆるみが原因となる事故や火
災の発生、熱中症などによる体調不良が起こり
やすい季節を迎えます。これらの災害の被害を
軽減するため、夏の災害予防啓発運動を実施し
ます。
　この機会に、日常での火気の取り扱いや安全
行動について考え、安心、安全な地域や職場づ
くりに取り組みましょう。

の災害予防
啓 発 運 動夏

◆新型コロナウイルス感染症対策の
� 消毒用アルコールの取扱いについて
アルコールは・・・・・・

◎揮発しやすく、引火しやすいため、火の近くで使ってはいけません。
◎炎は青白く、周囲が明るいと見えにくく危険です。
◎蒸気は空気より重く、低所に滞留するため、低所の換気を十分にしましょう。
◎高温になる場所や、直射日光が当たる場所での保管は危険です（車内放置等に注意）
◎危険物第四類に該当するものがあります。
◎危険物に該当する場合、貯蔵・取扱いする量によっては、申請・届出が必要です。

※ご不明な点がありましたら、お近くの消防署までご連絡ください。
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令和２年度湖南防火保安協会月別事業計画

月
事　　　　業　　　　内　　　　容

本　会　・　支　部 試　験　・　講　習　会

４月 23 令和元年度決算監査【本会14：00】

28 正副会長会議【本会10：00】

５月

６月

８～�14 危険物安全週間 ８～９ 甲種防火管理講習（甲・乙種併催）【都賀山９：30】

中旬 広報委員会

下旬 支部役員会議（南・北支部）

７月

1 １日～31日　夏の災害予防啓発運動協賛

上旬 会報「碧い纏」106号発刊

上旬 新会員勧誘・支援登録事業所の加入促進月間

８月

９月

上旬 総務委員会 ７～８ 防火管理講習（甲種）【都賀山９：30】

７～11 消防設備士法定講習会【北署】

中旬 火災調査事例研究会

26 危険物取扱者試験対策の予備講習会【東署９：00】
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月
事　　　　業　　　　内　　　　容

本　会　・　支　部 試　験　・　講　習　会

10月

3 危険物取扱者試験の直前対策講習【東署９：00】

上旬 広報委員会【本会】 ８～９ 危険物取扱者保安講習会【北署】

11 危険物取扱者試験【彦根14：00】

13～14 甲種防火管理新規講習会【北署９：20】

下旬 会報「碧い纏」107号発刊 29～30 危険物取扱者保安講習会【北署】

11月

上旬 ９日～15日　秋の火災予防運動協賛

中旬 企業防災推進委員会

24 正副会長会議

24 防災講演会【15：30】・会員親睦事業【17：30】

12月

1 １日～31日　年末の火災予防啓発運動協賛

上旬 消防・警察合同歳末特別警戒出動式 5 危険物取扱者試験の予備講習会【東署９：00】

中旬 研修委員会 12 危険物取扱者試験の直前対策講習会【東署９：00】

13 消防設備士試験【彦根14：00】

20 危険物取扱者試験【彦根14：00】

下旬 消防団年末夜警出動式・激励

１月

上旬 構成市消防出初式

下旬 会員県外防火研修

２月

上旬 自衛消防訓練大会反省会 1 防火管理講習（甲種再講習）【都賀山９：30】

上旬 広報委員会 20 危険物取扱者試験の予備講習会【北署�９：00】

中旬 普通救命講習会【北署�９：00】

中旬 支部役員会議（南・北支部）

27 危険物取扱者試験の直前対策講習会【北署９：00】

下旬 会報「碧い纏」108号発刊

３月

上旬 １日～７日　春の火災予防運動協賛 7 危険物取扱者試験【彦根14：00】

上旬 街頭広報【JR各駅等】

15～16 防火管理講習（甲種）【都賀山９：30】

　※正副会長会議、各委員会・事務担当者会議は、適宜開催します。
　※各支部の正副支部長会議、役員会議は、適宜開催します。


